
施設名称 所在地
電話番号
FAX番号

担当地域

〒891-1206 099-238-2755

鹿児島市皆与志町1779 099-238-5134

〒891-0704 0993-38-0454

南九州市頴娃町別府8644 0993-23-8066

〒899-5241 0995-64-3611

姶良市西宮島町５－１ 0995-64-3633

〒899-0204 0996-62-7399

出水市麓町30-68 0996-63-5911

〒895-2526 0995-23-0143

伊佐市大口宮人463-30 0995-29-5222

〒895-0005 0996-20-1288

薩摩川内市永利町4107-16 0996-20-2215

〒899-4354 0995-73-5836

霧島市国分姫城3147-1 0995-73-4303

〒899-7402 099-401-0028

志布志市有明町野井倉１７５
６番地

099-401-4600

〒893-1204 0994-65-8888

肝属郡肝付町富山１６８２番地 0994-45-5666

〒891-360 0997-27-0900

熊毛郡中種子町野間6584-1 0997-24-2211

〒894-0006                       0997-69-4545

奄美市名瀬小浜町24番８号       0997-69-4543

そお地区障がい者等
基幹相談支援センター

曽於市

相談支援事業所　たんぽぽ 霧島市

薩摩川内市子ども発達支援
センター　つくし園

薩摩川内市

チャレンジドサポート奄美

奄美市，龍郷町，瀬戸内町，大
和村，宇検村，喜界町，天城
町，伊仙町，徳之島町，和泊
町，知名町，与論町

あかつき学園
西之表市，中種子町，南種子
町，屋久島町

生活支援センター さちかぜ 姶良市

地域活動支援センター
　集（つどい）

出水市，長島町，阿久根市

こども発達支援センター
めぶき園

鹿屋市，垂水市，志布志市，肝
付町，大崎町，東串良町，錦江
町，南大隅町

相談支援事業所 なんさつ
指宿市，南九州市，南さつま
市，枕崎市

やまびこ医療福祉センター
鹿児島市,日置市,いちき串木野
市，三島村，十島村

生活支援センター ふれあい 伊佐市，さつま町，湧水町

「障害児等療育支援事業」における『施設支援一般指導事業』について  

 

学校が学校外の専門家等に相談する際に活用できる事業として，県では，特別

支援学校による巡回相談の他に，「障害児等療育支援事業」における『施設支援

一般指導事業』を実施しています。 

『施設支援一般指導事業』においては，障害児等の通う保育所・幼稚園・学校

や障害児通所支援事業所等の職員に対し，障害児等の療育に関する技術の指導

を行います。（継続的に相談できるものではありません。） 

各地域ごとに県が委託している障害児等療育支援事業所が行います。事業の

詳しい内容や申込みについては，直接各事業所へお問い合わせください。 

 

鹿児島県 
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自立活動の内容６区分２７項目 

 

１ 健康の保持  

（1） 生活のリズムや生活習慣の形成に関すること。 

（2） 病気の状態の理解と生活管理に関すること。 

（3） 身体各部の状態の理解と養護に関すること。  

（4） 障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること。 

（5） 健康状態の維持・改善に関すること。 

 

２ 心理的な安定  

（1） 情緒の安定に関すること。  

（2） 状況の理解と変化への対応に関すること。 

（3） 障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲に関する こと。 

 

３ 人間関係の形成 

（1） 他者とのかかわりの基礎に関すること。 

（2） 他者の意図や感情の理解に関すること。 

（3） 自己の理解と行動の調整に関すること。 

（4） 集団への参加の基礎に関すること。 

 

４ 環境の把握 

（1） 保有する感覚の活用に関すること。 

（2） 感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること。 

（3） 感覚の補助及び代行手段の活用に関すること。 

（4） 感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握と状況に応じた 行動に関すること。 

（5） 認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること。  

 

５ 身体の動き 

（1） 姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること。 

（2） 姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関すること。 

（3） 日常生活に必要な基本動作に関すること。 

（4） 身体の移動能力に関すること。 

（5） 作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること。 

 

６ コミュニケーション 

（1） コミュニケーションの基礎的能力に関すること。 

（2） 言語の受容と表出に関すること。 

（3） 言語の形成と活用に関すること。 

（4） コミュニケーション手段の選択と活用に関すること。 

（5） 状況に応じたコミュニケーションに関すること。  
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特別支援学校，特別支援学級，通級による指導の対象

特別支援学校 特別支援学級 通級による指導

両眼の視力がおおむね0.3 拡大鏡等の使用によって 拡大鏡等の使用によって

視
未満のもの又は視力以外の視 も通常の文字，図形等の視 も通常の文字，図形等の視

覚
覚機能障害が高度のもののう 覚による認識が困難な程度 覚による認識が困難な程度

障
ち，拡大鏡等の使用によつて のもの のもので，通常の学級での

害
も通常の文字，図形等の視覚 学習におおむね参加でき，

による認識が不可能又は著し 一部特別な指導を必要とす

く困難な程度のもの るもの

両耳の聴力レベルがおおむ 補聴器等の使用によって 補聴器等の使用によって

聴 ね60デシベル以上のもののう も通常の話声を解すること も通常の話声を解すること

覚 ち，補聴器等の使用によつて が困難な程度のもの が困難な程度のもので，通

障 も通常の話声を解することが 常の学級での学習におおむ

害 不可能又は著しく困難な程度 ね参加でき，一部特別な指

のもの 導を必要とするもの

一 知的発達の遅滞があり, 知的発達の遅滞があり，

他人との意思疎通が困難で日 他人との意思疎通に軽度の

知 常生活を営むのに頻繁に援助 困難があり日常生活を営む

的 を必要とする程度のもの のに一部援助が必要で，社

障 二 知的発達の遅滞の程度が 会生活への適応が困難であ

害 前号に掲げる程度に達しない る程度のもの

もののうち，社会生活への適

応が著しく困難なもの

一 肢体不自由の状態が補装 補装具によっても歩行や 肢体不自由の程度が，通

具によつても歩行，筆記等日 筆記等日常生活における基 常の学級での学習におおむ

肢 常生活における基本的な動作 本的な動作に軽度の困難が ね参加でき，一部特別な指

体 が不可能又は困難な程度のも ある程度のもの 導を必要とする程度のもの

不 の

自 二 肢体不自由の状態が前号

由 に掲げる程度に達しないもの

のうち，常時の医学的観察指

導を必要とする程度のもの

（病弱） 一 慢性の呼吸器疾患その 病弱又は身体虚弱の程度

病 一 慢性の呼吸器疾患，腎臓 他疾患の状態が持続的又は が，通常の学級での学習に

弱 疾患及び神経疾患，悪性新生 間欠的に医療又は生活の管 おおむね参加でき，一部特

・ 物その他の疾患の状態が継続 理を必要とする程度のもの 別な指導を必要とする程度

身 して医療又は生活規制を必要 二 身体虚弱の状態が持続 のもの

体 とする程度のもの 的に生活の管理を必要とす

虚 二 身体虚弱の状態が継続し る程度のもの

弱 て生活規制を必要とする程度

のもの
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特別支援学校 特別支援学級 通級による指導

口蓋裂，構音器官のまひ等 口蓋裂，構音器官のまひ等

器質的又は機能的な構音障害 器質的又は機能的な構音障害

のある者，吃音等話し言葉に のある者，吃音等話し言葉に

おけるリズムの障害のある おけるリズムの障害のある

言 者，話す，聞く等言語機能の 者，話す，聞く等言語機能の

語 基礎的事項に発達の遅れがあ 基礎的事項に発達の遅れがあ

障 る者，その他これに準ずる者 る者，その他これに準ずる者

害 （これらの障害が主として他 （これらの障害が主として他

の障害に起因するものでない の障害に起因するものでない

者に限る。）で，その程度が 者に限る。）で，通常の学級

著しいもの での学習におおむね参加で

き，一部特別な指導を必要と

する程度のもの

一 自閉症又はそれに類する 自閉症又はそれに類するも

自
もので，他人との意思疎通及 ので，通常の学級での学習に

閉
び対人関係の形成が困難であ おおむね参加でき，一部特別

症
る程度のもの な指導を必要とする程度のも

・
二 主として心理的な要因に の

情
よる選択性かん黙等があるも

緒
ので，社会生活への適応が困 主として心理的な要因によ

障
難である程度のもの る選択性かん黙等があるもの

害
で，通常の学級での学習にお

おむね参加でき，一部特別な

指導を必要とする程度のもの

全般的な知的発達に遅れは

学
ないが，聞く，話す，読む，

習
書く，計算する又は推論する

障
能力のうち特定のものの習得

害
と使用に著しい困難を示すも
ので，一部特別な指導を必要
とする程度のもの

注 年齢又は発達に不釣り合い
意 な注意力，又は衝動性・多動
欠 性が認められ，社会的な活動
陥 や学業の機能に支障をきたす
多 もので，一部特別な指導を必
動 要とするもの
性
障
害

学校教育法施行令 障害のある児童生徒等に対する早期からの一貫した支援

第22条の３ より について（通知）平成25年10月 文部科学省 より
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校内委員会等での検討シートについて 

 

 「校内委員会等での検討シート」は，担任の先生が記入し，校内委員会や学年部会等で複数の

教師で検討することによって，児童生徒の実態を共有したり，支援のアイデア等を出し合ったり

するために使用します。 

【手順】 

①  担任が「児童生徒の最も気になること」や「実態」，「諸検査等の実施」などを記入します。 

②  これをもとに，校内委員会や学年部会等で，対象の児童生徒について情報交換や意見交換を

行い，右欄に記入していきます。 

③  校内委員会等で検討した後，担任や教科担当者は，授業や児童生徒との関わり方の改善につ

なげましょう。 

④  それでも難しい場合は，学びの場の変更について検討しましょう。 

 

 

 

 

 

校内委員会で

は，担任が記入

したことについ

て，他の先生の

異なる視点から

見た児童生徒の

姿や，支援のア

イデア等を出し

合います。主な

意見等を記入し

ましょう。 

担任が記入します。

様々な視点から記入す

ることで，子供の新たな

側面が見えてきます。 

今まで行ってきた支

援を振り返りましょう。 
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記入者【　　　　　　　　　】

【支援の程度】支援なし：０，一部支援が必要：１，
適宜支援が必要：２，頻繁又は常時支援が必要：３

支援の
程度

児童生徒の最も
気になること

学習面，情緒面，行動面等

登校の状況

身辺自立
（着替え，排せつ，食事，手
洗い，準備・片付け等）

社会性・集団参加

情緒面

学習面（読む，書く，聞く，話
す，計算する，推論する）

運動面

コミュニケーション面

教科の評定等

関係機関からの
情報，連携状況

診断名，医療・福祉等の機
関名，助言内容等

NRT等の学力の状況（実
施年）

教研式サポートのISS（実
施年）

個別式知能発達検査
（WISC）等（実施年月，実
施機関）

本人の思いの把
握

得意なことや苦手なこと，学
校楽しぃーと等

保護者の思いの
把握

家庭の状況，教育相談の内
容等

特別支援学校の
巡回相談の利用

利用の有無，助言内容等

特別支援教育支
援員の配置

配置の有無，支援内容等

これまでの支援，
これからの支援

ユニバーサルデザインの実
施状況，合理的配慮の提供
等

その他・特記事
項

就学教育相談会に申し込む
必要性等

実態

諸検査等の実施

【　　　　　学校】　　　　　　　　　　　　　　　校内委員会等での検討シート　　　　　　　　記入日（　　　　　年　　　月　　　　日）

学年・学級　　　　　　年　　　　　　組 児童生徒氏名【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

担任が記入
校内委員会等での

意見，支援のアイデア等
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記入者【　　　　　　　　　】

【支援の程度】支援なし：０，一部支援が必要：１，
適宜支援が必要：２，頻繁又は常時支援が必要：３

支援の
程度

児童生徒の最も
気になること

学習面，情緒面，行動面等
　友達と一緒に行動することがなくなった。
友達との関わりがほとんどない。

2 ー

登校の状況 欠席等なし 0 　継続したい。

身辺自立
（着替え，排せつ，食事，手
洗い，準備・片付け等）

忘れ物が多く，周囲の確認が必要である。 1
　提出物の管理に，得意な
タブレット端末を活用でき
ないか。

社会性・集団参加
　一人でいることが多く，人と喋らなくなっ
ている。

2 ー

情緒面
　不安から，うつむいていることが多い。失
敗することが怖いとのこと（本人談）。

2
　見通しをもてるように，授
業の流れを提示するように
する。

学習面（読む，書く，聞く，話
す，計算する，推論する）

　特に数学，英語は点数がとれない。発表
の際，順序立てて説明することが困難で
あり，言葉に詰まることが多い。

2 　発表には配慮する。

運動面
　持久走は得意であるが，ボール運動が
非常に苦手である。

1 ー

コミュニケーション面
　親しい友人とはコミュニケーションがとれ
るが，大人数になると黙り込んでしまう。

2
　特定の友人とはコミュニ
ケーションがとれる。

教科の評定等
　1年次より下がっている教
科がほとんどである。

関係機関からの
情報，連携状況

診断名，医療・福祉等の機
関名，助言内容等

　保護者から，放課後デイ
サービスの利用方法につ
いて質問があった。

NRT等の学力の状況（実
施年）

ー

教研式サポートのISS（実
施年）

ー

個別式知能発達検査
（WISC）等（実施年月，実
施機関）

　視覚的な指示の方が理
解しやすいと思われる。授
業では，視覚的提示を行
う。

本人の思いの把
握

得意なことや苦手なこと，学
校楽しぃーと等

　部活動で十分に自信を高
めることができるようにした
い。

保護者の思いの
把握

家庭の状況，教育相談の内
容等

ー

特別支援学校の
巡回相談の利用

利用の有無，助言内容等
　２学期の巡回相談にて申
し込む。

特別支援教育支
援員の配置

配置の有無，支援内容等 　数学の時間に配置する。

これまでの支援，
これからの支援

ユニバーサルデザインの実
施状況，合理的配慮の提供
等

　プリントやメモを紛失する
こともあるので，担任が，放
課後にタブレットを利用し
たスケジュール管理につい
て指導する。

その他・特記事
項

就学教育相談会に申し込む
必要性等

　まずは巡回相談で助言を
もらう。

【　　　　　中学校】　　　　　　　　　　　　　　　校内委員会等での検討シート　　　　　　　記入日（　　　　　年　　　月　　　　日）

諸検査等の実施

実態

児童生徒氏名【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

国語：４５，数学：４０（R4：中1年時）

ISS：４５（R4：中1年時）

ＷＩＳＣ-Ⅳ　ＦＳＩＱ：８０
ＶＣＩ：82，ＰＲＩ：92，ＷＭＩ：７６，ＰＳＩ：６４
(Ｒ5.3：○○病院)

学年・学級　　　　　２年　　　３組

　座席は生徒から見て，左側になるようにしてい
る。前から２列目にして，前列の友達の様子を見
て判断できるようにしている。
　大事なことは，プリントやメモ等に書いて渡すよ
うにしている。

　特別支援学級への入級を視野に入れる。

担任が記入
校内委員会等での意見等

　国語：３，社会：２，数学：２，理科：２，英語：２，
技能教科は全て３

・　幼少期からやっている卓球が得意である。
・　パソコンやゲームが好きである。
・　学校楽しぃーとでは，自己肯定感が低いこと
 が分かった。

・　両親，大学生の兄との4人家族
・　家でほとんど話さない。朗らかな性格に戻っ
 てほしい（母親談）。

　左耳が難聴。○○病院の主治医から右側から
話をするよう助言あり。服薬はなし。

　これまで利用したことはない。

　配置していない。
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 【行った工夫とその結果】 

「段階的な検討のプロセスの手引」を踏まえた校内委員会等での検討のまとめ 

   年  組  氏名               記入者（担任）               

 
【行った項目にチェックを入れ，実施した主な取組を記入してください。】 

 

ステップ１ 
□ 通常の学級において，“分かりやすい授業”の工夫を行っている。 

 
 
 

ステップ２ 

□ 通常の学級において，個別の配慮（合理的配慮を含む）を提供している。 
□ 通常の学級において，個別の指導計画を作成している。 
□ 通常の学級において，特別支援教育支援員の活用を検討した。 

 
 

 

ステップ３ 

□ 通常の学級において，特別支援学校の巡回相談を活用するなど，外部専門家と連携した取
組を行った。 

 
 
 

ステップ 4 

□ 通級による指導の利用について検討した（自立活動の必要性等）。 
 

 
 

ステップ 5 
□ 特別支援学級の入級について検討した（自立活動の必要性等）。 

 
 
 

   □ 保護者に県教委作成資料「全ての子供が笑顔で学校生活を送るために」を配付・説明した。

 【実態把握】 
□ 指導要録等 
□ NRT や CRT 

□ 前担任，教科担当者等からの情報  □ 学習面，情緒面等 
□ 新学年別知能検査（教研式サポート）の ISS 

□ 個別式の知能発達検査（WISC 等） □ LD・ADHD 等気付きのためのチェックリスト 

 【実施した内容とその結果】 

 【実施した内容とその結果】 

 【検討した内容】 

 【検討した内容】 

【児童生徒の状態等で最も気になること】 
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 【行った工夫とその結果】 
○ 言葉だけでなく，イラストや動画での説明を加えた。→ 学習内容が定着しなかった。 

【児童生徒の状態等で最も気になること】 
・ 学習の困難さ 中１のテストの正答率（１～２割），小４以上の漢字の読み書きができない 
・ 同学年との会話がかみ合わない 

「段階的な検討のプロセスの手引」を踏まえた校内委員会等での検討のまとめ 

（記入例）事例３  ○○中１年３組 氏名○○○○   記入者（担任）△△△△   

【行った項目にチェックを入れ，実施した主な取組を記入してください。】 

ステップ１ 

■ 通常の学級において，“分かりやすい授業”の工夫を行っている。 
 
 
 

ステップ２ 

■ 通常の学級において，個別の配慮（合理的配慮を含む）を提供している。 
■ 通常の学級において，個別の指導計画を作成している。 
■ 通常の学級において，特別支援教育支援員の活用を検討した。 

 
 

 

ステップ３ 

■ 通常の学級において，特別支援学校の巡回相談を活用するなど，外部専門家と連携した取
組を行った。 

 
 
 
 
 

ステップ 4 

■ 通級による指導の利用について検討した（自立活動の必要性等）。 
 

 
 

ステップ 5 

■ 特別支援学級の入級について検討した（自立活動の必要性等）。 

■ 保護者に県教委作成資料「全ての子供が笑顔で学校生活を送るために」を配付・説明した。

 【実態把握】 
■ 指導要録等 
■ NRT や CRT 

■ 前担任，教科担当者等からの情報  ■ 学習面，情緒面等 
■ 新学年別知能検査（教研式サポート）の ISS 

■ 個別式の知能発達検査（WISC 等） ■ LD・ADHD 等気付きのためのチェックリスト 

 【実施した内容とその結果】 
○ 本人，保護者の同意を得て，宿題の量を減らした。→ 授業が分からないのできつい。学校に行きた

くない等の相談があった。 

 【実施した内容とその結果】 
○ 校内委員会で医療機関への相談を勧め，本人，保護者も了解した。 → 診察の結果，個別の知能

検査の結果から IQ６５であり，当該学年の授業内容を十分に理解することは難しいと推測されるとの
報告があった。 

 【検討した内容】 
○ 本生徒の状態は，第 756 通知の「通級による指導」の対象ではないと判断した。 

 【検討した内容】 
○ 本生徒の状態を第 756 通知の「特別支援学級」における「知的障害者」に該当すると考え，本生徒の更

なる成長のためには，下学年の教科の内容に丁寧に取り組んだり，自立活動でコミュニケーションの指導
をしたりすることが，必要であると判断した。 
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